
➢ 日時： 令和5年2月3日（金） １8：0０～１９：3０

➢ 場所： F棟5階 弓倉記念ホール

➢ 講師： 新潟大学大学院医歯学総合研究科口腔生理学分野 准教授 岡本 圭一郎 先生

➢ 演題： 「新潟発・生活習慣の工夫による健康増進法

～米発酵食品はストレスや痛みを解消できるのか？歯や骨の健康に貢献するのか？～」

➢ 要旨：

問い合わせ先：口腔生理学教室 加藤隆史（2882）

＊“口の難病セミナー”を兼ねます。

大学院特別講義のご案内

食生活の工夫は健康生活の維持に重要です。本発表は新潟県の代表的な“食”を生か
した健康増進法の開発に必要な根拠の提示を目的とし、以下の２点を議論します。
（１）酒粕や日本酒はストレスを解消できるか？（２）酒粕エキスは硬組織の健康維
持に関与するか？です。
（１）ではストレスモデル動物が示す負の情動や痛みに対する酒粕エキスの摂取や日
本酒の影響についてを、（２）では酒粕エキスが歯髄細胞あるいは骨芽細胞の機能発
現におよぼす影響について紹介します。米発酵食品と健康に関する我々の基礎研究の
データと新潟大学の取り組みを紹介します。


